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訪問看護職のケアマネジメント関連項目に対する

自己評価の特徴に関する研究

安梅 勅江

目的　保健福祉専門職の連携が求められる中，各種専門職の共通基盤としての知識・技術の体系

的整理が極めて重要である。本研究は，訪問看護職のケアマネジメント関連項目に対する自

己評価の特徴を明らかにし，保健福祉専門職の連携のための共通基盤となる知識・技術の評

価法開発への一助とすることを目的とする。

方法　対象は238人の在宅支援に携わる主任クラスの訪問看護職，およびコントロール群として

他職種保健福祉専門職894人であり，ケアマネジメント関連項目に関する自己評価を依頼し

た。これは「基本能力領域」，「マネジメント能力領域」，「総合評価能力領域」の3領域から

なり，ケアマネジメント知識・技術に関連する項目から構成されている。

成績　1)　ケアマネジメント関連項目全80項目につき，98.2％以上の訪問看護職が保健福祉専門

職の連携のための項目としての必要性を認めた，

　2)　クラスター分析により，全80項目は「基本能力」，「対象支援過程」を含む〈直接支援〉，

「支援機能評価」，「組織管理過程」を含む〈間接支援〉に大別された，

　3)　各領域のクロンバッファα係数は0.95～0.98であった，

　4)　職種間による自己評価得点の差異は80項目中19項目にみられた，

　5)　臨床経験年数との有意な相関は少なく，管理職経験年数との有意な相関は多数みられ

た。

結論　訪問看護職のケアマネジメント関連項目に対する自己評価の特徴より，直接対人支援技術

に組織運営管理技術を含む包括的な評価法開発の必要性が明らかにされた。
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